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合
併
協
議
会
で
は
こ
れ
ま
で
、
地
域
の
抱
え
る
問
題
や
現
状
の
把
握
、

ま
た
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
地
域
の
発
展
方
策
の
検
討
な
ど
、
３
回
の
協

議
会
と
延
べ
25
回
の
小
委
員
会
を
開
催
し
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
は
、
よ
り
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
計
画
で
あ
る
「
新
市
建

設
計
画
」
の
検
討
や
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
等
の
具
体
的
な
調
整
作
業
な
ど
、

合
併
の
可
否
を
判
断
す
る
た
め
の
本
格
的
な
協
議
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

合
併
協
議
会
で
は

　

合
併
協
議
会
で
は
14
年
度
に
、

現
在
の
６
市
町
村
に
お
け
る
住

民
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
制
度
な
ど
の

違
い
を
把
握
す
る
た
め
「
行
政

現
況
基
礎
調
査
」
を
実
施
し
、
約

１
、
３
０
０
項
目
に
わ
た
る
住
民

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
現
状
に
つ
い
て

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
合
併
協
議
会
で
は
、

こ
う
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
行
政

制
度
な
ど
の
違
い
に
つ
い
て
新
市

に
な
っ
た
場
合
に
ど
の
よ
う
に
す

る
か
と
い
う
調
整
方

針
の
検
討
を
行
な
う

こ
と
と
し
て
お
り
、
４

月
中
旬
以
降
、
６
市

町
村
の
行
政
担
当
者

で
構
成
す
る
13
の
専

門
部
会
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
項
目
ご
と
に

調
整
す
る
場
合
の
課

題
や
問
題
点
な
ど
に

つ
い
て
精
力
的
に
検

討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
下
旬

か
ら
再
開
さ
れ
た
各

小
委
員
会
で
は
、
こ

れ
ら
専
門
部
会
で
の

検
討
結
果
を
受
け
、

調
整
方
針
の
協
議
を
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
、
特
に
住
民

生
活
に
関
係
が
深
い
国
民
健
康
保

険
料
や
上
下
水
道
料
金
の
取
扱
い

な
ど
、
137
項
目
（
先
行
調
整
項
目
）

に
つ
い
て
は
、
最
優
先
し
て
調
整

方
針
を
協
議
し
て
い
く
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

＜＜行政サービスなどの調整方針の内容＞＞

現
在
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
行
政
制
度
等

調整の方向性　　　　　　　　　　　            　　　　　　　　　　　　　　　　            　　　　　　　　　　　調整を行なう時期

同一内容
（現在のサービスや制度が６市町村同一のため、
 現行のまま新市に引き継ぐ）
一本化
（○○市町村のサービスや制度に一本化する）

　

な
お
、
協
議
の
主
な
内
容
に
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
の
協
議
会
だ
よ

り
等
で
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
く

ほ
か
、
今
年
８
月
下
旬
を
目
途
に

発
行
を
予
定
し
て
い
る
「
概
要
版
」

で
取
り
ま
と
め
、
合
併
判
断
の
資

料
と
し
て
、
皆
様
に
お
示
し
す
る

予
定
で
す
。

＜＜小委員会ごとの主な先行調整内容＞＞
●行財政小委員会・・・・・職員の給与関係、消防組織及び消防団等の調整

●住民生活小委員会・・・・国民健康保険料の賦課割合、戸籍・住民票などの手数料、市町村民
　　　　　　　　　　　　　  税の取扱い、ごみ処理手数料等の調整

●健康福祉小委員会・・・・介護高齢者福祉事業、児童福祉医療関係等の調整
●都市環境小委員会・・・・字名・町名、道路除雪関係、上下水道料金等の調整
●産業経済小委員会・・・・農業・畜産業・水産業融資関係、商工業振興、観光振興等の調整
●教育文化小委員会・・・・小・中学校の通学区域、学校給食関係、スポーツ施設の使用料等の調整

合併時
（合併時に、統合、再 
 編、廃止を行なう）

経過措置
（例えば、合併後１～
 ５年など、一定の
 期間経過後に、統
 合、再編、廃止を行
 なう） 

統　　合

再　　編 （現在のサービスや制度を見直し、新たなサービス
            　　や制度に変更する）            　　や制度に変更する）            　　や制度に変更する）            　　や制度に変更する）
廃　　止 （現在のサービスや制度を廃止する）

調整猶予 （法律で期間が定められているなど特別な事情に
　  　　　 　より、当面、現行どおりサービスや制度を存続し、　  　　　 　より、当面、現行どおりサービスや制度を存続し、　  　　　 　より、当面、現行どおりサービスや制度を存続し、　  　　　 　より、当面、現行どおりサービスや制度を存続し、
　　　　　　新市になってから改めて調整する）

住
民
サ
ー
ビ
ス
等
の
調
整
方
針
の
検
討
始
ま
る 

住
民
サ
ー
ビ
ス
等
の
調
整
方
針
の
検
討
始
ま
る 


釧
路
市
役
所
会
議
室
で
行
な
わ
れ
た
企
画

専
門
部
会
（
５
月
14
日
）



　
　
　

新
市
建
設
計
画
策
定
の
た
め
の
住
民
意
向
調
査
を
実
施

１
万
人
ア
ン
ケ
ー
ト

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用

　

合
併
協
議
会
で
は
、「
新
市
建
設
計

画
」
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
た
め
、
６
市
町
村
の
中
か
ら
無

作
為
に
抽
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
１
万

人
の
方
々
を
対
象
に
、「
新
市
建
設
計

画
策
定
に
向
け
た
住
民
意
向
調
査
」
を

４
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
現
在
の
市
町
村

に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
、
合
併
す
る
と

し
た
場
合
に
期
待
す
る
こ
と
、
心
配
な

こ
と
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い

し
い
施
策
な
ど
９
項
目
に
つ
い
て
お
聞

き
し
て
お
り
、
約
47
％
の
方
々
か
ら
ご

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見

に
つ
い
て
は
、
６
月
下
旬
の
最
終
報
告

の
取
り
ま
と
め
を
目
指
し
、
集
計
・
分

析
を
行
な
っ
て
い
る
最
中
で
す
。

　

な
お
、
調
査
の
詳
し
い
結
果
は
、
追
っ

て
協
議
会
だ
よ
り
等
で
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
。

　今年度、合併協議会で検討す
る「新市建設計画」とは、市町
村の合併に際し、合併関係市町
村の住民の皆さんに対して合併

後の市の姿を示し、これによって合併の適
否を判断するという、いわば合併市町村の
マスタープラン（基本計画）としての役割
を果たすものです。また、新市建設計画を
基礎としてさまざまな財政措置が講じられ
ることとなっています。
　新市建設計画の主な内容としては、合併
特例法で次のとおり定められています。

新市建設計画の内容
　①新市建設の基本方針

　②根幹となるべき事業に関する事項

　③公共的施設の統合整備に関する事項

　④財政計画　④財政計画　④財政計画　④財政計画

合併Ｑ＆Ａ

「新市建設計画」って何？Ｑ

【市町村別調査内訳】

＜解説＞
　各市町村の調査数については、単純に人口構成比による配付とした場合、調
査数が少なくなる町村があることから、分析に際し、地域の意見をより適格に
把握することができるよう、各市町村に一律に100票を配分した上で、残りを
人口構成比に基づき配分しました。

意向調査結果

Ａ

【男女別回答率】

「今後の地方自治制度のあり方に
ついての中間報告」まとまる

　政府の諮問機関である地方制度調査
会（諸井虔会長）は４月30日、「今後の
地方自治制度のあり方についての中間報
告」をまとめました。
　この中間報告では、合併特例法失効（平
成17年３月31日）後も新法を制定して、
特例債の発行などの財政措置をとらない
形での自主的な合併を促すことや、合併
で広域化する市町村の住民自治を確保す
るため、旧市町村単位で住民に身近な行
政事務を担当する「地域自治組織」の導
入などを求めています。
　なお、同調査会では今後、検討を重ね、
11月頃に最終答申をまとめる予定です。

地方制度調査会の動き

ミ ニ と ぴミ ニ と ぴミ ニ と ぴミ ニ と ぴミ ニ と ぴミ ニ と ぴミ ニ と ぴミ ニ と ぴミ ニ と ぴミ ニ と ぴミ ニ と ぴミ ニ と ぴミ ニ と ぴミ ニ と ぴミ ニ と ぴミ ニ と ぴミ ニ と ぴミ ニ と ぴミ ニ と ぴミ ニ と ぴミ ニ と ぴミ ニ と ぴミ ニ と ぴミ ニ と ぴミ ニ と ぴミ ニ と ぴ

【男性】
  42.1%
(1,956人)

【女性】
  49.7%
(2,311人)

【未記載等】
  8.2%
(382人)

【全体回答率】



併協議会では、３月２０日の音別町を

皮切りに、４月４日まで６市町村１６

会場で住民説明会を開催しました。

　この住民説明会では、１４年度に協議会で

検討し取りまとめた「新市将来構想」、「行財

政シミュレーション」、「行政現況基礎調査」

を要約した『ダイジェスト版』を活用し、そ

の内容やこれまでの協議経過などの説明を行

なうと共に、ご参加いただいた６市町村延べ

８７９名の方々と、市町村から選出された合

併協議会の委員の方々を交えながら、地域の

将来について意見交換が行われました。

　ここでは、各会場で出された意見・発言の

中から、その主なものを抜粋してご紹介しま

す。

声声
合併協議会住民説明会

住民説明会の
各会場から－こえ－

第　

１　

回

【市町村別の開催状況】

合
■地域の将来などに関すること
　・年々人口が減少しているが、この状況で単独で行政を運営で
　　きるのか、それともやはり合併をしなければならないのか心
　　配だ。（音別町）
　・行政にばかり求めるのではなく、住民全体がわが町を愛する
　　ようになるためには、委員を通して情報発信を行い、そうし
　　た意識を植え付けていかなければならないと思う。みんなで
　　英知を集めて合併問題を協議すべきではないか。（白糠町）
■住民サービスなどに関すること
　・釧路市まで70kmあるなど、距離的なハンデを背負っている
　　が、合併した場合に病院や生活がどうなるのか不安を持って
　　いる。（阿寒町）
　・面積が大きくなりすぎて、行政サービスは都市部中心で、地
　　方は忘れられるといった心配がある。（音別町）
　・地方が取り残されることなどが懸念されるので、各地域の均
　　衡ある発展に配慮して協議を進めて欲しい。（釧路町）　
　・広域行政を行なう上で、職員を減らして本当に豊かで夢のあ
　　るまちづくりができるのか疑問だ（阿寒町）
　・先進事例では、合併後住民サービスの低下を招いた例もある
　　と聞いている。合併したら良くなる住民サービスと悪くなる
　　住民サービスについて早く情報提供して欲しい（釧路市）
■合併協議などに関すること
　・市町村合併は感情的にこじれて駄目になるケースがあると聞
　　くが、６市町村の仲が良くなるような事業を手厚くして欲し
　　い。（釧路市）
　・合併をするとどうなるのか、途中で国の政策（補助金、交付
　　税など）が変わった場合どうなるのかなど、深く協議をして、
　　分かりやすく情報提供して欲しい。（釧路町）
　・道や国に働きかけて、合併しない場合の情報を与えて欲しい。
　　（鶴居村）
　・合併しなかった場合に考えられるサービスの度合や職員数な
　　どを示して欲しい。自助努力の考え方を持つためにも、町独
　　自のものでいいので、合併しなかった場合のシミュレーショ
　　ンを示して欲しい。（白糠町）
　・合併する市町村の痛みも意識した協議を進めて欲しい。（釧路
　　市）
　・合併してもこういうことが悪くなるということも具体的に出
　　して欲しい。（鶴居村）



各小委員会の開催状況
　

４
月
に
行
な
わ
れ
た
統
一
地
方
選
挙
で

は
、
阿
寒
町
、
鶴
居
村
、
白
糠
町
、
音
別
町

の
４
町
村
で
議
会
議
員
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
各
市
町
村
か
ら
選
出
さ
れ

て
い
る
３
・
４
号
委
員
（
議
会
選
出
委
員
）
を

中
心
に
委
員
変
更
の
届
出
が
あ
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※
所
属
小
委
員
会
の
変
更
ま
た
は
、
新
任
、

退
任
を
さ
れ
た
委
員
の
み
記
載
し
ま
し
た
。

協
議
会
委
員
の
変
更

協
議
会
委
員
の
変
更

協
議
会
委
員
の
変
更

協
議
会
委
員
の
変
更

【
阿
寒
町
】

〈
広
報
広
聴
小
委
員
会
〉　

坂
本　

淳
（
新
任
）

〈
住
民
生
活
小
委
員
会
〉　

松
岡
尚
幸
（
新
任
）

〈
健
康
福
祉
小
委
員
会
〉　

荒
城
健
一
（
新
任
）

〈
産
業
経
済
小
委
員
会
〉　

佐
藤
英
雄
（
新
任
）

（
教
育
文
化
小
委
員
会
〉　

坂
本　

淳
（
新
任
）

〈
退
任
〉　

松
田
政
良（
広
報
広
聴
・
住
民
生
活
）

　

溝
口　

精
（
健
康
福
祉
）　

安
藤
静
夫
（
産

業
経
済
）　

森
江
裕
司
（
教
育
文
化
）　

【
鶴
居
村
】

〈
産
業
経
済
小
委
員
会
〉　

瀬
川
勝
巳
（
新
任
）

〈
都
市
環
境
小
委
員
会
〉　

松
井
廣
道
（
新
任
）

〈
退
任
〉　

植
田
晃
雄
（
都
市
環
境
）　

八
木
澤

栄
蔵
（
産
業
経
済
）

【
白
糠
町
】

〈
新
市
建
設
構
想
小
委
員
会
〉　

柴
田
幸
安（
広

報
広
聴
・
都
市
環
境
）

〈
広
報
広
聴
小
委
員
会
〉　

中
村
藤
雄
（
新
任
）

武
藤
浩
史
（
新
任
）

〈
住
民
生
活
小
委
員
会
〉　

武
藤
浩
史
（
新
任
）

〈
健
康
福
祉
小
委
員
会
〉　

細
谷
照
雄
（
新
任
）

〈
産
業
経
済
小
委
員
会
〉　

影
山　

清
（
新
任
）

（
都
市
環
境
小
委
員
会
〉　

中
村
藤
雄
（
新
任
）

〈
退
任
〉　

坂
本
正
二
（
新
市
建
設
構
想
）　

畑

毛
善
一
（
健
康
福
祉
）　

平
賀
勝
也
（
産
業
経

済
）　

宮
本
一
孝
（
広
報
広
聴
・
住
民
生
活
）

新市建設構想小委員会

　■第８回　5月23日（金）

　＜協議事項＞

　・新市建設計画(案)の策定について

広報広聴小委員会

　■第４回　3月14日（金）

　＜協議事項＞

　・広報広聴事業の実施状況について

　・協議会だよりの発行について

　・住民説明会について

　■第５回　5月15日（木）

　＜協議事項＞

　・新年度広報事業計画について

　・協議会だよりの発行について

行財政小委員会
　■第５回　5月30日（金）

　＜協議事項＞

　・先行調整項目(案)について

住民生活小委員会
　■第３回　5月31日（土）

　＜協議事項＞

　・先行調整項目(案)について

健康福祉小委員会
　■第３回　5月28日（水）

　＜協議事項＞

　・先行調整項目(案)について

都市環境小委員会
　■第３回　5月30日（金）

　＜協議事項＞

　・先行調整項目(案)について

産業経済小委員会
　■第３回　5月28日（水）

　＜協議事項＞

　・先行調整項目(案)について

教育文化小委員会
　■第３回　5月31日（土）

　＜協議事項＞

　・先行調整項目(案)について

▲第5回広報広聴小委員会
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